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ハームリダクション東京
共同代表
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古藤吾郎

2,377回
（前年度1,853回）

231人
（前年度 314人）

❶ OD・薬物使用がある人とのチャット：91%
❷ 家族とのチャット：3%
❸ 知り合い・友達・恋人：1%
❹ 援助職・その他：1%
❺ 不明：4%

そのうち、伴走タイ
プ*のチャット：92%

*継続的・断続的にや
りとりしている人と
のチャット

　どんなクスリを？

さまざまな市販薬・処方
薬・個人輸入薬から覚せ
い剤、大麻、MDMA、ラ
ッシュなど多様です

❶
OD・薬物使用がある人
とのチャット：91%

❷❸❹❺

前年度はヤフーニュースの
Topに取材記事が掲載された
際に、非常にたくさんの方の
訪問があり、人数が多くなり
ました。2022年度は231人
と2,000回を超えるチャット
をしましたので、ひとりひと
りとより伴走的なやりとりを
実現することができました。

チャットで出会った人数

激しめなOD・薬物使用の背景には、複合的で社会的な（個人レベルじゃな
い）問題が深く影響していると考えられます。そしてそれはすぐに解決した
り消えたりしない場合も多いでしょう。ODや薬物使用をすることで、いまを
生き延びようとしていると、出会う当事者たちから教えてもらいます。だか
らこそ、ときには数年でも、伴走していくことが不可欠と考えます。活動開
始して2年度め、ますます多くの当事者たちと伴走しています。

この1年で、200人以上の人と出会い、2,000回以上のチャットをしてきま
した。そしてその９割以上が、薬物使用がある当事者たちです。いまの日本
では本当に稀有なことと捉えています。ここが当事者たちにとって安全・安
心して話せる場所（シェルター）として機能できていると実感しています。

当事者たちが命を落とすことがないように・生き延びることを目指します。大
きなアクシデントやダメージを少しでも抑えられるように、そして少しでも安
全に・健康でいられることを目指します。孤立化も防ぎます。その実現のため
に、ハードルが低く、アクセスしやすく、当事者を中心にしたハームリダクシ
ョンのサービスが必須だと考えます。

心身の調子が悪い
死にたいほどつらい

孤立している・誰にも話せない

現在の使用状況
使用がどう役立っているか

うまくやめられない

お金の心配
人間関係の困りごと

精神科医療での困りごと

ハームリダクションの具体的な話
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どんな人たちと？

10代から中高年まで。学生
も、仕事している人も今はし
ていない人も。ヘテロセクシ
ャルもLGBTQも。男性だけじ
ゃなくたくさんの女性も。

2022年度の総チャット数

総チャットの内訳

この1年を振り返って...

どうしてこれだけの当事者たちに出会えるのか

この1年、市販薬・処方薬のOD（過剰摂取）がメデ
ィアなどでとりあげられることが増えてきたと感じ
ます。ほとんどの場合、OD自体が問題とみなされ、
ODをやめましょう、手放しましょうというメッセー
ジが伝えられます。覚せい剤や大麻などのいわゆる
違法薬物においては、いわずもがなでNOとなりま
す。

私たちは健康のために断薬を目指すことを否定しま
せん。それも大切なアプローチのひとつです。同時
に、NOだけを良しとする社会の姿勢に危機感を抱い
ています。NOというアプローチしかない社会では、
現実にいまODをする・薬物を使用する当事者たちは
排除されてしまい、安心して日常の困りごとを話せ
る場所が育たないからです。

私たちのチャットでは、「はじめて話した」「話せ
ると思わなかった」そういう声をよく聞きます。こ
れまでに援助職に話したことがあるけれど、がっか
りされた、もうしてはダメだと言われた、怒られ
た、通報すると脅された、話しても流された、診察
時間が短いから話せる気がしない...、だからもう話
そうと思わなくなった、ここで話したい、という声
もよく寄せられます。

薬物依存症の回復支援の場では、「他の人はやめて
いるのに自分はできていない」、「親切に接しても
らえるけれど自分はそれに応えられない」、「頑張
ってやめている人たちがいるところで、がんがん使
っていることをとても話せない」...それで自分を責
める、ますます孤立する、と感じる当事者たちにも
出会います。

どうして伴走を大切にするのか

なにを目指すのか

チャットでよくでる話題は... （複数あります）
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